
書式第 12号 (法第28条関係)

2019年度 事業報告書

2019年 6月 1日 か ら2020年 5月 31日 まで

特定非営利活動法人 チャリティーサンタ

1 事業の成果

2Ш堅里産止握」工 って
チャリティーサンタでは、「子どものために大人が手を取り合う社会」を目指して活動し、それを叶

えるために、企業や団体との連携にも力を入れています。寄付金を集めるだけではなく、企業の顧客や

社員へ働きかけることで「一人でも多くの個人が行動すること」に価値があると考えています。

2019年度は企業だけでなく、行政との協働なども実施。企業・行政・団体・個人さまざまな主体と手

をとりあい、子どもたちに働きかけることができた一年でした。
2020年は新型コロナの影響もあり、この2019年度に得ることができた基盤をもとに、子どもたちに必

要な体験を届けていきます。

∈D_査畳文化の仕組みを全国モデルに～ブックサンタ2019～

消費者が書店で絵本を購入し、書籍を寄付することができる仕組み「ブックサンタ2019」

は、全国に展開する書店チェーン「丸善・ジュンク堂書店」の参加により、絵本の寄付ができ
る書店のエリアが昨年の22都府県から34都道府県282店舗に拡大。絵本の寄付活動にさらに参
加しやすくなりました。このプロジェク トヘのクラウ ドファンディングは2,009,000円 のご支援
が集まり、本年度ご寄付いただいた3,003冊 を子ども達に届けることができました。
個人が参加しやすく、家庭に働きかけることができるモデルケースとして今後も強化してい

きたいと考えます。

(2)行政との協働や、子どもたちの佳堕樹魔遡重酬畦三塑 二`

2019年度は岡山市こども福祉課との協働事業を実施。 (岡 山市市民協働推進ニーズ調査事業)

岡山市内の児童扶養手当受給家庭のうち、満3歳～満9歳の児童を持つ家庭1,994家 庭に対して「体験

と思い出」に関するアンケー ト調査を行いました(回答数鉾 5家庭)。 アンケー トの回答お礼に、クリス

マスプレゼントとして「サンタクロース訪間(絵本のプレゼン ト付)」 または「手紙と絵本のプレゼン

ト」を用意し、自治体と連携することで、チャリティーサンタ単体ではリーチできなかった世帯への

「特別な思い出」の提供が可能になると同時に、ひとり親世帯の切なる声もヒアリングすることがで

きました。
アンケー ト結果をみると「子どものしたい (し てほしいだろう)こ とができなかつた経験がありま

すか」という問いに対して、「はい」が274件 (79.4%)、 「今後そのような不安がある」が51件 (

14.8%)で あり、全体の9割が体験の諦めの経験や今後への不安を感じていました。他の家庭にとつて

は当たり前でささやかな経験を「諦めさせる」という状況は、子どもへの影響はもちろん、親にとつ

ても得も言われぬ罪悪感を感じていることもわかりました。

また新型コロナの影響を受け、困りごとに対して緊急調査を行つた際も、困りごとについて約 7割

が困りごとに対してのサポー トを受けていない、という声があがつています。

新型コロナの影響は孤立化しやすい困窮世帯・ひとり親世帯にとつては深刻なものであり、また

2020年度は体験機会が減り、思い出に対しての需要が高くなると考えています。

2020年度は岡山市市民協働モデル事業を通じ、ニーズ調査の結果も踏まえ、クリスマスを入り回と

して、年間を通じ、子どもたちにとつて必要な心に残る思い出を届けていきます。



⊆登」幽■左畳けた地域への支援
2019年に発生した台風19号・21号および8月 の豪雨水害によつて被災した保育園・幼稚園などに、流

失してしまった絵本の寄贈を行いました。

寄贈した絵本はブックサンタプロジェク トよつて集まつた絵本を対象施設ごとに選書 し、プロジェク
ト実施に係る諸経費はYahoo!ネ ット募金にて募りました。

また東日本大震災の支援としている2013年から継続 している福島の児童を招致する「福島生きX活き
キッズツアー」も継続実施。事前に福島に訪問し、保養説明会などに参加をするなかで、見えづらい家
庭のニーズにもふれあいながら事業を実施しました。

災害によつて子どもたちの体験や機会が減らぬよう、今後も働きかけていきたいと考えます。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容 実施

日時

実施

場所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

チヤリティー

イベン トに関

する企画運営

事業

クリスマスイプにサン

タクロースが訪間する
チャリティー企画を運
営実施

(準備 )

通年

(本番 )

12月 24日

全国26都

道府県37
地域

約400名 訪問家庭数 :1297軒

訪問児童数 :4,630名

※施設なども含む

ボランティア数 :

1,691名

(内、厳 しい環境の中に

いる子どもへのサンタク

ロース訪間 対象となつ

た子どもの数 :753人/
訪問家庭数 :237軒 )

チャリティー

グッズに関す
る企画運営事
業

サンタクロースから手
紙が届くチャリティー

グッズ販売

(準備 )

通年

(実施 )

11月 ～12

月

東京都 10名 購入人数 :906名

(内、厳しい環境の中に
いる子どもへ無償提供
:364家庭)

チヤリティー

グッズに関す
る企画運営事
業

ネパールで作つたフェ

ル トマスコット販売

(準備 )

通年

(実施 )

11月 ～12

月

東京都 10名 購入人数 :約 300名

子どもの体験

活動支援事業

福島の子ども達を招い
ての「生きる力」を育
むツアーの実施

・岡山  8月 8

日～13日

・広島 8月
48日 ～ 22日

岡山県

広島県

約50名 子どもの参加人数 :

19名

子どもの体験

活動支援事業

各地域で子どもの遊び

や体験を促すイベン ト

を実施

通年 神奈川県

湘南地

域、香川

県、岡山

県

約50名 子どもの参加人数

約200名

スタディーツ
アー事業

実施なし

市民の社会参

画の機会提供

及び推進を図

るための企画

運営事業

ポランティア参加や社

会参加を促すための講

演会の開催等

通 年 全 国 3名 受講者 :約2,000名



調査研究、情

報収集、情報

提供及び啓発

事業

困窮家庭における体験
活動についての調査

10月 ～2月 岡山県 5名 調査対象者 :児童扶

養手当受給家庭345名











書式第 18号 (法第28条関係)

2019年度 年間役員名簿

2019年  6月  1日 から  2020年  5月  31日 まで

特定非営利活動法人 チャリティーサンタ

役名 氏名 住所又は居所 就任期間 報酬を受けた

期間

代表

理事 清輔 夏輝
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

2019年 6月 1日

～2020年5月

31日

理事

近藤 悠生
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

理事

山田 立子
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

理事

河津 泉
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

理事

佐藤 亮太
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

監事

中川 直政

2019年 6月 1日

～2021年5月

31日

監事

藤井 美明
2019年 6月 1日

～2021年5月

31日



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2020年  5月  31日 現在

特定非営利活動法人 チャリティーサンタ

氏名 住所又は居所

1 清輔 夏輝

2 大島 功

3 近藤 悠生

4 山田 立子

5 河津 泉

6 佐藤 亮太

7 星子 裕貴

8 青山 恭隼

9 秦野 翼

10 福尾 吉剛

11 藤‖l辰徳


